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Abstract
The Raman spectra and NQR of TeCl4・SbCl5 are measured. The suthor's
immediate concerns are with the structures of molecular TeCl4 and TeCl4 in
TeCl4・SbCl5.
Some researches have been finished about TeCl4 with Raman spectrosco-
py and the other methods, whose date point to C2v symmetry in gas state
and C3v symmetry in liquid state. However the recent X-ray study suggests
that the structure of TeCl4 is one shown in Fig.1.
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第3図
●Te ◎sも
分　　子　　の　　対　　称　　型
　TeC1。・SbC1。は，第5図に示すような対称型が考えられるが，C，．の選択則は
　　　　　　　　C3．：8∠4一（R（P），ir）十9E（R，ir）
であって，低対称型では，更にバンド数は増加するので，第2図のスペクトルのバンド数のみ
からでは，TeC1、・SbC15が何れの対称型に属するか判断できない。
　TeC14・SbC1，のスペクトルをSbC1，のそれと比べた時，SbC1，の娠、（SbC13eq．）＝400cm“，
ッ，（SbC13eq，）＝554cmd，レ、（SbC12ax．）＝504cm4が，それぞれTeC14・SbCl5の552cm甲一，
508cm一一，255cm一貿にシフトしているように思える。つまり，TeCl4・SbCI5が，どのような
対称型をとるにしても，TeとSbCI。の軸方向のClと結合するのでSbC1。におけるSb－C1結
合が若干，弱められた結果であろうか。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の
　TeC14に由来すると思われる580cm一一および540cm－1バンドは，TeCI4のものより極く僅
か高波数側にシフトしている。
　590cm｝一は，新たに生じたバンドとも考えられるが，低周波数側のバンドと共に，更に研
究の要がある。
　NQR測定は，前出のTeCl、以外は，今までのところ，すべて吸収が現われなかった。た
だしSbCl，にっいては著者は未測定である。測定されたデータ5）は50．4，28．5，27．88MHz
（77。K）である。
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結 論
　TeC1、・SbCI5の構造決定は，ラマン・スペクトルのみで容易にできると思ったが，偏光解
消度の測定もできないことも原因して，結論を出すことはできなかった。
　今後，赤外スペクトルの測定，あるいは，類似化合物SC1、・SbCl，，SeC1、・SbC15などの
スペクトルを得ることによって構造を究明したい。
　：NQR測定は，単独のTeC1。においても微弱な共鳴線しか現われないのに，附加化合物の場
合は，更に，共鳴核濃度が稀薄になるところから，測定の困難は予想されたところであるが，
一段と工夫を要するところである。
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